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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生物学的体液を検査する自動アナライザのための振動式ピペット針において、ピペット
針をアナライザに導入し、そこから引き抜くために、前記振動式ピペット針は、ピペット
針（４）と、ナイフエッジ部を有し、前記ピペット針（４）を担持する振動アーム（２）
と、ナイフエッジ受け及び引張りばね（３）を有するホルダ（１）と、を備え、前記振動
アーム（２）は、前記ナイフエッジ部が前記ナイフエッジ受け上に載置され、前記引張り
ばね（３）により静止位置に固定され、解放自在に連結されたことを特徴とする振動式ピ
ペット針。
【請求項２】
　振動アーム（２）の横方向固定を確実にするリブ（１１）上にナイフエッジ受けが固着
してあることを特徴とする、請求項１に記載の振動式ピペット針。
【請求項３】
　引張りばね（３）が振動アーム（２）のリブ（１１）の挿入開口内に係合し、ホルダ（
１）に対して振動アーム（２）を押すことができることを特徴とする、請求項１または２
に記載の振動式ピペット針。
【請求項４】
　ピペット針（４）が加熱し得ることを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項記載の
振動式ピペット針。
【請求項５】
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　振動アーム（２）がドライブ・フォーク（７）を有し、このドライブ・フォーク（７）
内に偏心回転軸（６）が振動発生のために係合していることを特徴とする、請求項１～４
のいずれか１項記載の振動式ピペット針。
【請求項６】
　試薬注入のための接続片（９）が振動アーム（２）上に設けてあることを特徴とする、
請求項１～５のいずれか１項記載の振動式ピペット針。
【請求項７】
　振動アーム（２）が組み立て時に垂直方向に動かすことができ、プレート（１０）上に
配置したセンサ（５）がアナライザをオフにすることを特徴とする、請求項１～６のいず
れか１項記載の振動式ピペット針。
【請求項８】
　振動アーム（２）がピペット針を交換するための握り（８）を有することを特徴とする
、請求項１～７のいずれか１項記載の振動式ピペット針。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は生物学的体液を調べる自動アナライザのための交換可能な振動式ピペット針に関
する。
生物学的体液を調べるために使用される自動アナライザにおいて、必要な試薬を振動式ピ
ペット針によって測定セルに導入することは公知である。ピペット針は、また、検査すべ
き体液を試薬と充分に確実に混合する役割を有する。このために、ピペット針が振動して
動くことが必要である。試薬を導入するときに連続して振動する間、敏感なピペット針が
測定セルその他の装置部分と抵触し、その結果、損傷するリスクがあり、もはや使用に耐
えなくなるために交換しなければならなくなることがある。現在まで、ピペット針を交換
するにはかなりの技術的な労力が必要であり、それは適切な訓練を受けた修理技術者にし
かできないのである。ピペット針および他の機械的な部品を交換するばかりでなく、モー
タおよびピペット針を加熱する手段も交換しなければならないのである。それに関連する
失われた時間およびそれに伴うコストから考えて、特別な訓練を受けた技術者に援助を求
めることなく、アナライザを操作している人間が損傷したピペット針を迅速かつ簡単に交
換することができる振動式ピペット針の新しい構造を開発する必要性がある。
【０００２】
この目的が、生物学的体液を検査する自動アナライザのための振動式ピペット針において
、ピペット針をアナライザに導入し、そこから引き抜くためにホルダ１を設け、このホル
ダ１が引張りばね３を備えており、この引張りばねによってピペット針４を担持しており
、ナイフエッジ受け上に載っている振動アームが静止位置に固定され、解放自在に連結し
てあることを特徴とする振動式ピペット針によって解決されることがわかった。
【０００３】
本発明による交換可能な振動式ピペット針の構造は、添付図面の図１～４に示されている
。
図１はホルダ１上に載っている振動アーム２がセンサ５と接触していることを細かく示し
ている。振動アーム２上に固着されたピペット針が固形物に当たると、振動アーム２が持
ち上がり、電流がプレート１０上に固着したセンサ５によって中断される。
図２はホルダ１のプリズム・ベアリング内にある振動アーム２のナイフエッジを示してい
る。
図３からわかるように、振動アーム２はホルダ１の上流側に装着してあり、センサ５はプ
レート１０上に配置してあり、ピペット針が固形物に当たったときにアナライザをオフに
する。
図４は交換可能な振動式ピペット針の正面図であり、偏心回転軸６を備えた駆動モータと
、振動を発生させるために偏心体が係合する駆動フォーク７とを示している。
図５は、ホルダ１、振動アーム２、引張りばね３、ピペット針４、ピペット針を交換する
ための握り８および試薬を注入するために設けた接続片９を備えた交換可能な振動式ピペ
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ット針の側面図である。
【０００４】
これらの図は、交換可能な振動式ピペット針が２つの補助グループ、すなわち、ピペット
針４を備えた振動アーム２と、固着したホルダ１とからなることを示している。ホルダ１
に取り外せないように連結した引張りばね３が、振動アーム２のリブ１１の挿入開口内で
係合することができ、したがって、振動アーム２をホルダ１に対して押すことができる。
こうして、復帰力が振動アーム２に作用し、振動アーム２は振動中その定位置に確実に保
持される。
【０００５】
ピペット針の損傷を避けるため、検査中を通じてピペット針がその所定位置に留まり、ア
ナライザまたは測定セルの固体部分との抵触を避けることができることが最も重要である
。本発明によれば、プリズムとナイフエッジによって振動アームの確実で再現可能な位置
決めを行うことによりこれが確実になる。このナイフエッジ受け構造は振動アーム２の横
方向固定を確実にするリブ１１上に固着される。
【０００６】
本発明の主目的は簡単な方法で損傷した振動式ピペット針の交換ができるようにすること
にあるが、もちろん、このような交換は、ピペット針４に対する損傷をかなり少なくする
ことによって回数を減らすことができる。これは、引張りばね３によって得られる振動ア
ーム２の可撓性取り付けによって可能となり、これが振動アーム２の上下移動を可能にす
る。もしピペット針４が固形物に当たると、ピペット針がホルダ１のプリズム取り付けか
ら滑り出て上方へ移動し、センサ５をトリガすることによって電流を中断させる。こうし
て、アナライザが直ちにオフとなり、ピペット針の破壊が避けられる。しかしながら、ピ
ペット針の交換が必要ならば、振動アーム２をナイフエッジ受けから上向きに押し、引張
りばね３から解放し、簡単に取り外すことができる。これを行うためには、握り８を２本
の指で掴み、上向きに押すだけでよい。
【０００７】
本発明による振動式ピペット針を使用するとき、振動ピペットを加熱できると有利である
。被検体液と試薬を充分に混合するのに必要な振動は、偏心回転軸６、または、偏心装着
したローラを備えた偏心モータによって発生させられる。
現在まで使用されてきた振動式ピペット針が堅固にアナライザ内に固定組み込まれるのに
対し、本発明によれば、これは振動アームの取り付けだけに適用される。
【０００８】
したがって、本発明によれば、ピペット・システム全体を外し、それを完全に交換する必
要はもはやない。ピペット針を担持している振動アームを交換するだけで十分である。こ
れは単純な作業であり、アナライザを操作している人間が、損傷した振動式ピペット針を
対応する交換部品と交換するという一回の動作によってこの修理を実施することができる
。したがって、本発明によれば、損傷した振動式ピペット針を迅速かつ安価に修復できる
という解決策が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ホルダ１と振動アーム２の相互係合状態を示す右側面図である。
【図２】ホルダ１と振動アーム２の相互係合状態を示す左側面図である。
【図３】振動アーム２共にホルダ１を示す正面図である。
【図４】本発明による交換可能な振動式ピペット針を偏心モータとともに示す正面図であ
る。
【図５】交換可能な振動式ピペット針の側面図である。
【図６】振動式ピペット針をプリズムの断面とともに示す正面図である。
【符号の説明】
１　　ホルダ
２　　振動アーム
３　　引張りばね
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４　　加熱可能なピペット針
５　　センサ
６　　偏心体を有する駆動モータ
７　　偏心体のための駆動フォーク
８　　交換するための握り
９　　試薬の注入口
１０　プレート
１１　リブ

【図１】

【図２】

【図３】
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